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お
知
ら
せ
し
ま
す

1
2年
度
決
算
の
主
な
内
容

決
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
都
か
ら
の
補
助
金
・
交

付
金
な
ど
が
区
の
収
入
と
し
て
ど
の
く
ら
い
入
り
(
歳
入
)
、そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
(
歳
出
)
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
決
算
は
第
三
回
区
議
会
定
例
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ

て
い
ま
す
。

景
気
低
迷
で

区
税
収
入
が

3
年
連
続
減
少

1
0年
度
か
ら
3
年
連
続
で
減
少
し

て
い
ま
す
(
グ
ラ
フ
1
)
。

グラフ1　 性質別歳出と特別区税の推移

実
質
単
年
度
収
支
は

4
年
連
続
赤
字
、

で
も
赤
字
幅
は
減
少

1
2年
度
の
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し

引
い
た
形
式
収
支
は
、
2
6億
円
の
黒

字
で
す
が
、
財
源
対
策
と
し
て
行
っ

た
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど

を
加
味
し
た
実
質
単
年
度
収
支
で

は
、
1
1億
円
の
赤
字
(
昨
年
度
は
3
5

億
円
の
赤
字
)
と
な
り
、
4
年
連
続

の
赤
字
で
す
。

清
掃
事
業

の
移
管

1
2年
度
は
、
都
区
制
度
改
革
に
よ

り
清
掃
事
業
が
都
か
ら
区
に
移
管
さ

れ
、
歳
入
で
は
特
別
区
交
付
金
(
グ

ラ
フ
2
)
、
歳
出
で
は
環
境
衛
生
費

(
グ
ラ
フ
3
)
、性
質
別
で
は
人
件
費

が
増
え
ま
し
た
(
グ
ラ
フ
ー
)
。

グラフ2　 財源別歳入決算額

グラフ3　 日的別歳出決算額
【歳出の使いみちを民生費( 社会福祉関係) 、教育費( 学校・社会教育関係) などの施策の目的によって分類したもの】

介
護
保
険
の
ス
タ
ー
ト

介
護
保
険
特
別
会
計
の
新
設
に
よ

り
、
一
般
会
計
の
う
ち
民
生
費
が
減

少
し
ま
し
た
(
グ
ラ
フ
3
)
。

各
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、
表
1

の
と
お
り
で
す
。

表1　 特別会計決算額

決算については予算課へ

3880- 5111( 代)

今号の主な内容
2
・
3
面
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
千
住
地
区
の
統
合
新
校

校
名
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
マ
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
一
覧
/
足
立
区
功
労

者
表
彰
/
駅
め
ぐ
り

6
・
7
面
マ
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/

め
ざ
せ
子
ど
も
一
茶

8
面
▽
▽
▽
ー
T
講
習
会
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

ポイ捨てなんて
カッコ悪い!

足立区 まちをき れいに する条例

問先= 地域支 援課地域支 援

3880- 5856

区長へのファクス

FAX3880- 5678
「区民の声」を
お待ちしています

◎区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ
　
　
　

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
0
月
1
1
日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

ち
び
っ
こ
集
ま
れ

幼
児
教
室

友
達
を
た
く
さ
ん
作
り
、
育
児
の

情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。
1
0
月
か

ら
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
日
時
=
1
0
月
～
1
2
月
の
う
ち

全
6
回
※
I
回
目
は
1
0
月
2
2
日

圓
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
対
象

=
2
歳
～
2
歳
半
の
親
子
内
容
=

子
育
て
学
習
会
・
親
子
遊
び
な
ど

定
員
=
3
0
組
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

※
日
程
な
ど
、

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

こ
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

予
防
教
室
(
2
日
制
)

日
時
=
‥
H月
2
日
囹
・
1
2日
圓
、
い

ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=
ア
レ
ル
ギ
ー
が
心
配
な
乳
幼

児
の
家
族

内
容
=
講
義
、
情
報
交

換
、
交
流
な
ど

講
師
=
小
田
嶋
安

平
氏
(
昭
和
大
学
病
院
小
児
科
医
師
)

定
員
=
2
5人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

子
育
て
講
座
(
全
4
回
)

親
も
と
も
に
育
つ

子
ど
も
の
心
理
や
親
の
心
構
え
を

専
門
家
が
お
話
し
ま
す
。
ご
夫
婦
で

楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。
日
時
=

1
0
月
2
0
日
出
、
H
月
6
日
収
・
2
0
日

収
、
1
2
月
1
日
出
、
い
ず
れ
も
午
前

1
0
時
～
正
午
対
象
=
O
～
3
歳
児

の
親

※
保
育
あ
り

定
員
=
3
0人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

※
講
義
内
容
な
ど
、
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
(全
4
回
)

し
つ
け
に
代
わ
る
新
し
い
子
育
て

自
分
を
知
り
、
も
っ
と
自
分
を
好

き
に
な
る
こ
と
で
、
お
子
さ
ん
や
パ

ー
ト
ナ
ー
と
素
敵
な
関
係
を
作
る
方

法
を
学
び
ま
す
。
日
時
=
1
1
月
8

日
・
1
5
日
・
2
9
日
、
1
2
月
6
日
、
い

ず
れ
も
木
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正
午

対
象
=
幼
児
(
I
～
4
歳
)
の
い
る

母
親

※
保
育
あ
り

定
員
=
1
5人

(抽
選
)

費
用
―
無
料

※
保
育

保
険
料
6
0
0円(
全
4
回
分
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記

。
保
育
希
望
の
方

は
、
お
子
さ
ん
の
氏
名
、
年
齢
も
記

入

期
限
=
1
0月
2
5日
必
着

※
内

容
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
青

少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

精
神
障
害
者
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

1
4年
度
か
ら
精
神
障
害
者
へ
の
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
予
定

し
て
い
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
従

事
者
の
精
神
障
害
者
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
で

す
。
日
程
等
=
表
I

場
所
=

梅

田
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象
=

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
課
程
修
了

者
で
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は

窓
口

費
用
=

無
料

申
・
問
先

―

足
立
保
健
所
疾
病
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
Q

り

表1　 精神障害者ホームヘルパー養成研修日程表

思
春
期
・
青
年
期
保
健
講
演
会

「
こ
ん
に
ち
の
青
少
年
の
問
題
行
動

～
精
神
科
外
来
臨
床
の
立
場
か
ら
～

」

摂
食
障
害
・
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、

青
少
年
の
問
題
行
動
と
そ
の
対
応
に

つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
1
0
月
2
3
日
収
、
午
後
2
時
～

3
時
3
0
分

講
師
=
下
坂
幸
三
氏

(下
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

精
神
保
健
講
演
会

「
こ
れ
っ
て
、

う
つ
で
す
か
?

」

「
や
る
気
が
出
な
い
」
「
気
分
が
沈

み
が
ち
で
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
≒
う

つ
病
か
も
し
れ
な
い
」
そ
ん
な
悩
み

を
持
つ
方
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
講

演
会
で
す
。
日
時
=
1
0
月
2
9
日
㈲
、

午
後
2
時
～
4
時
講
師
=
春
日
武

彦
氏
(
都
立
松
沢
病
院
医
師
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場

―
申
・
問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

更
年
期
準
備
講
座
(
2
日
制
)

男
と
女
の
更
年
期

日
時
=
1
0月
3
0日

・
H
月
1
6日

、

い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
4
時

対
象
=
3
0

～
5
0歳
代
の
男
女

内
容
=
▽

男
に
も
女
に
も
あ
る
更
年
期
の
症
状

と
そ
の
克
服
法
・
:
横
山
博
美
氏
(
医

新
会
泌
尿
器
科
医
師
)

▽
更
年
期

の
家
族
関
係
の
特
徴
…
信
国
恵
子
氏

(カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
臨
床

心
理
士
)

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
8
8
)
4
2
7
7

膠
原
病
講
演
会

「
膠
原
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

症
状
、
そ
の
対
応
」

日
時
=

‥‥‥一
月
1

日
困

、
午
後
2

時
～
4

時

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

対
象
=
膠
原
病
の
方
と
そ
の
家
族

講
師
=

猪
熊
茂
子
氏
(

都
立
駒
込
病

院
医
師
)

定
員
=
8
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
・
問
先
=
江
北
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

地域で
支え
る食
の
健
康づ
くり

栄
養
成
分
表
示
講
習
会
(
2日
制
)

新
し
い
情
報
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、「
私
に
で
き
る
食
を
通
し
た
健
康

づ
く
り
」を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
日

程
等
=
表
2

対
象
=
区
民
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
栄
養
成
分
表
示
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
食
品
事
業
者

等

定
員
=
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
1
5

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
各
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
(
表
4
)

表2　 栄養成分表示講習会日程表( 2 日制)

12日目は、5日間の中から、いずれか1日選択してください
1いずれもB寺間は、午後2時～4時

講
演
会
「
胃
の
病
気
と
術

後
の
生
活
に
つ
い
て
」

胃
の
病
気
の
経
過
な
ど
、
同
じ
悩

み
を
も
つ
仲
間
と
と
も
に
ご
自
分
の

体
と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
※
あ
わ
せ
て
、
胃
交
会
　

(
胃
を
切
っ
た
人
の
会
)
も
行
い
ま

す
日
時
=
1
0
月
2
4
日
伽
、
午
後
2

時
～
4
時
対
象
=
胃
の
手
術
を
受

け
た
方
や
そ
の
家
族

講
師
=
北
村

正
次
氏
(
都
立
墨
東
病
院
副
院
長
)

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

食
生
活
講
演
会

「食
品
表
示
の
最
新
事
情
」

食
の
安
全
を
考
え
、
食
品
表
示
の

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
日
時
=

1
0
月
2
9
日
側
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3

時
3
0分

場
所
=
東
和
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー

講
師
=

神
山
美
智
子
氏

(弁
護
士
)

定
員
=
2
0
人
(
先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

健
康
大
学
(
4
日
制
)

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ラ
イ
フ
を

め
ざ
す
あ
な
た
へ

女
性
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
日
程
等
=
表
3

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

2
0
～
4
0
歳
代
の
女
性
定
員
=
4
0
人
　

(先
着
順
)

※
保
育
あ
り
(
先
着
2
0

人
)

費
用
=
無
料
(
血
液
検
査
希
望

者
は
7
3
0円
実
費
負
担
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー

a
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

表3　 健康大学日程表

いずれも時間は、午前10時～正午

選
挙
豆
知
識

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。有
権
者
の
寄
附
要
求
も
禁

止
で
す

公
職
選
挙
法
は
、き
れ
い
な
選
挙
、

金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
の
た

め
、
寄
附
の
禁
止
に
つ
い
て
厳
し
く

規
制
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
政
治

家
が
選
挙
区
内
で
行
わ
れ
る
町
会
・

自
治
会
の
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
に
際
し
、
優
勝
カ
ッ
プ
や
賞
品

な
ど
を
贈
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
こ
れ
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
、
公
民
権

(選
挙
権
・
被
選
挙
権
)
が
停
止
さ

れ
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取

ら
な
い
」
が
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙

に
つ
な
が
り
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
》

同

和

問

題

の

理

解

の

た

め

に

結
婚
に
見
ら
れ
る
差
別

(
高
松
結
婚
差
別
裁
判
事
件
)

1
9
3
2

年
(
昭
和
7
年
)
香
川

県
の
被
差
別
部
落
出
身
の
男
性
が
、

丸
亀
市
の
カ
フ
ェ
で
働
い
て
い
た
部

落
外
の
女
性
と
結
婚
の
約
束
を
し
て

同
棲
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
女
性
の

父
親
が
娘
を
奪
っ
た
と
し
て
、
交
際

相
手
の
男
性
と
仲
立
ち
を
し
た
兄
の

二
人
を
高
松
地
裁
に
訴
え
ま
し
た
。

裁
判
で
は
、「
結
婚
に
際
し
、被
差

別
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
を
相
手
に

告
げ
な
か
っ
た
の
は
誘
拐
罪
に
該
当

す
る
」
と
し
て
、
二
人
に
懲
役
刑
を

言
い
渡
し
ま
し
た
。
司
法
当
局
が
既

に
法
制
上
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
封
建

的
身
分
を
認
め
、
無
実
の
青
年
の
人

権
を
侵
害
し
た
点
で
、
明
ら
か
な
差

別
裁
判
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
全
国
水
平
社
は
全

組
織
を
挙
げ
て
闘
い
、
遂
に
判
決
の

取
り
消
し
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
結
婚
差
別
は
、
今
な

お
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の

意
思
を
貫
い
て
結
婚
す
る
人
が
徐
々

に
増
え
て
い
ま
す
。平
成
H
年
に
都

が
行
な
っ
た
「
人
権
に
関
す
る
世
論

調
査
」
で
も
、
約
7
割
の
人
が
被
差

別
部
落
出
身
の
方
と
の
結
婚
を
肯
定

的
に
考
え
て
い
ま
す
。

結
婚
は
、
男
女
ふ
た
り
の
意
思
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
で
も
そ
の

権
利
と
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
誤
っ
た
先
入
観
を
一

掃
し
、
婚
姻
の
自
由
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策
へ
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犬
の
し
つ
け
方
教
室
2
0
0
1

犬
の
し
つ
け
方
の
基
本
を
実
際
に

犬
を
使
っ
て
学
び
ま
す
。
犬
の
問
題

行
動
に
困
っ
て
い
る
方
、
犬
を
飼
い

始
め
た
方
、
ぜ
ひ
ご
家
族
皆
さ
ん
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
※
当
日
は
犬

を
連
れ
て
こ
な
い
で
く
だ
さ
い
日

時
=
H
月
‥
H
日
面
、
午
後
1
時
3
0
分
～

4
時

場
所
=
千
寿
小
学
校
体
育

館

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

講
師
=
遠
藤
暁
博
氏
(
遠
藤
警
察
犬

家
庭
犬
訓
練
所
所
長
)

定
員
=
1
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込

=
電
話

※
1
0月
1
0日
か
ら
受
け
付

け
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
足
立
保
健
所
生
活
衛
生
課
生

活
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

表4　 保健総合センター一覧表

介
護
保
険
料

1
0月
か
ら
本
来
の
額
を
徴
収
し
ま

す
6
5歳
以
上
の
方
の
1
3年
度
介
護
保

険
料
は
、
4
月
か
ら
9
月
ま
で
は
国

の
特
別
対
策
に
よ
り
半
額
に
軽
減
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
1
0月
か
ら
は
本

来
の
保
険
料
額
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
額
は
、

す
で
に
7
月
の
決
定
通
知
書
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
保
険

料
の
変
更
が
あ
っ
た
方
な
ど
に
は
、

随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
・
利
用
料
の
支
払
い
が
困

難
な
方
へ

生
活
が
苦
し
く
、
介
護
保
険
料
や

利
用
料
の
段
階
を
引
き
下
げ
れ
ば
生

活
が
維
持
で
き
る
と
い
う
場
合
や
、

資
産
等
を
活
用
し
て
も
保
険
料
や
利

用
料
の
支
払
い
の
た
め
生
活
が
困
窮

す
る
場
合
は
、
管
轄
の
福
祉
事
務
所

(表
6
)
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
介
護
保
険
課
資
格
賦
課
係

足
立
区
訪
問
介
護
員
(
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
)養
成
研
修

(
2級
1
3
0
時
間
コ
ー
ス
)

日
程
=
講
義
・
:
H
月
1
2日
～
1
2月
8

日
の
う
ち
1
7日
間
/
実
習
…
1
2月
9

日
～
2
月
2
6日
の
う
ち
4
日
間
、
い

ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時

対

象
=
訪
問
介
護
員
と
し
て
働
く
意
志

の
あ
る
方
お
よ
び
既
に
働
い
て
い
る

方
で
、
全
日
程
出
席
で
き
る
区
内
在

住

。在
勤
の
方

定
員
=
2
0
人
(
抽

選
)

費
用
=
1

万
7

千
8
0
0円

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
生

年
月
日
、「
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
受

講
希
望
」
を
明
記

※
複
数
応
募
は

無
効

期
限
=
1
0
月
2
2日
必
着

公

開
抽
選
=
1
0
月
2
3日
収
、
午
前
1
0時

氷
出
席
の
義
務
は
な
く
、
結
果
は
全

員
に
通
知

場
・
申
先
=
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

〒
1
2
3・0
8
5
2

関
原
2
-
1
0
-
1
0

日
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

障
害
者
(
児
)
文
化
祭

参
加
者
募
集

舞
台
発
表
会

日
時
=
H
月
3
0
日
圉
、午
前
1
0
時
～

午
後
3

時

場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

募
集
内
容
=

劇

、
合
唱
、
合

奏
ほ
か

※
I
団
体
1
5
分
程
度

期

限
=
1
0
月
2
6
日
必
着

作
品
展

日
時
=

‥
1
1
1
1

一
月
3
0
日
～
1
2
月
6

日

場

所
=

区
役
所
I

階
ロ
ビ
ー

募
集
内

容
=

絵
画

、
書
道

、
工
芸

、
詩
歌
ほ

か

期
限
=
一
H月
9

日
必
着

-

い
ず
れ
も
I

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

障
害
者
(
児
)
の
方

申
込
=
窓
口
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送

申
・
問

先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
1・0
0
5
7

神
明
南
2
-
6
-
1
8

日
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0
　
　
　

隰
(
5
6
8
2
)
5
6
6
5

ま
た
は
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー

〒
1
2
3・0
8
6
3

谷
在
家
3
-
1
3
1
1

啻
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2
　
　
　

砌
(
3
8
5
7
)
5
6
2
6

第28回
足
立
区
心
身
障
害
者
(
児
)

体
育
祭

こ
の
体
育
祭
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
の

場
と
し
て
、
ま
た
区
民
の
み
な
さ
ん

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
毎
年
行

っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
飛
び
入
昨
(参

加
で
き
る
種
目
や
、
障
害
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
一
緒
に
楽
し
め
る
競
技
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。
日
時
=
1
0月
1
3日
出
、午
前
9

時
3
0分
開
会

※
雨
天
の
場
合
は
1
4

日
面
に
順
延

場
所
=
第
四
中
学

校

問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

豐
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

児
童
手
当

1
0月
期
の
振
り
込
み

1
3年
度
児
童
手
当
第
1
回
目
(
9

月
分
ま
で
)
の
振
り
込
み
は
1
0月
1
2

日
前
後
で
す
。
受
給
資
格
が
あ
る
方

に
は
、
す
で
に
支
払
い
通
知
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

振
り
込
み
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
必
ず
通
帳
の
記
帳
を
し
て
か

ら
お
願
い
し
ま
す
。
通
帳
へ
は
「
ジ

ド
ウ
テ
ア
テ
」
と
記
載
さ
れ
ま
す
。

・
今
回
振
込
が
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は
お
済

み
で
す
か
(
1
3年
6
月
1
日
以
降
に

新
規
申
請
さ
れ
た
方
を
除
く
)
。
ま

だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
期
限
内
に
提
出
さ
れ
た
方
で
、

今
年
度
所
得
超
過
な
ど
で
消
滅
と
な

っ
た
方
に
は
、
別
途
消
滅
通
知
を
送

付
し
ま
し
た
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
児
童
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

(乳
)医
療
証
は

届
き
ま
し
た
か

今
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
⑤
医

療
証
を
9
月
2
5日
に
発
送
し
ま
し

た
。
お
子
さ
ん
が
4
歳
以
上
6
歳
就

学
前
で
所
得
超
過
な
ど
に
よ
り
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
方
な
ど
へ
の
通
知

も
、同
時
に
発
送
し
ま
し
た
。
問
先
=

児
童
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

(親
)医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ
。

(親
)医
療
証
の
現
況
届

1
0月
4
日
に
現
況
届
を
発
送
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
⑩
医
療
証
を
使
っ
て

い
る
方
の
資
格
の
確
認
と
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
証
の
確
認
の
た
め
必

要
で
す
。
必
ず
1
0月
2
6日
ま
で
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
保
険
証
の
コ
ピ

ー
を
添
付
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
※
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い

と
1
4年
分
の
⑩
医
療
証
を
お
送
り
で

き
ま
せ
ん

申
・
問
先
=
ひ
と
り
親

家
庭
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
(
2
日
制
)

日
程
等
=
表
5

対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
2
級
ま
た
は
3
級
の
資
格
を

持
ち
、技
術
向
上
を
希
望
す
る
方
(
前

回
受
講
し
た
方
を
除
く
)

定
員
=
3
0
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
講
義
の
希
望
日

(
H
月
6
日
ま
た
は
1
7日
か
ら
選

択
)
を
明
記

期
限
=
1
0月
2
6日
必

着

申
先
=
あ
い
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
井

2
-
H
-
4

啻
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

表5　 ホームヘルパーフォローアップ研修日程表

蒻は、1日§ …午前膳黜～午後魄2日目・・・鴾膳黜～午機種30分

「
中
・
高
年
起
業
セ
ミ
ナ
ー

」

入
門
コ
ー
ス
参
加
者
募
集

起
業
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
事
業
の
計
画
づ
く
り
な
ど
、
講

義
や
グ
ル
ー
プ
演
習
な
ど
を
通
じ
て

学
習
し
ま
す
。
日
程
=
1
0
月
2
4
日
～

1
1月
2
8
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

(全
6
回
)
、午
後
2
時
～
4
時

場

所
=
区
役
所
1
9一階
会
議
室

対
象
=

区
内
在
住
の
中
・
高
齢
者

内
容
=

起
業
事
例
紹
介
/
グ
ル
ー
プ
演
習
な

ど

定
員
=
2
0人

費
用
=
2
千
円

(資
料
代
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
応
募
の
動

機
、「
中
・
高
年
起
業
セ
ミ
ナ
ー
受
講

希
望
」
を
明
記

期
限
=
1
0月
1
7日

必
着

申
・
問
先
見
咼
齢
計
画
課
計

画
推
進
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

表8　 福祉事務所一覧表

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

健
康
術

～姿勢を矯正しましょう⑥～

今回は足重心がテーマです。正しい姿勢で立つ
ためには、左右それぞれの足裏にバランス良く( 親
指・小指の付け根、かかとの3 点) 重心をかける
ことが大切です。自分の日常の癖を知り、意識し
て理想の姿勢に近づけていきましょう。
◎ 重心のかけ方で姿勢が変化します。あなたはど
のタイプですか?

このほかにも、骨盤の位置によりいろいろなケースが見られます。
※ 次回は、足のエクササイズを紹介します
《体育振興担当課03859- 3422 協力: 生涯学習振興公社》

検
察
審
査
員
候
補

予
定
者
の
調
査

現
在
、
候
補
予
定
者
の
調
査
を
郵

送
で
行
っ
て
い
ま
す
。

検
察
審
査
会
と
は
、
交
通
事
故
や

詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
も
、
検

察
官
が
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
と

い
っ
た
不
服
の
申
し
出
を
受
け
、
そ

の
不
起
訴
処
分
が
正
し
い
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
機
関
で
す
。
検
察
審
査

員
は
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
H
人
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
今
回
、
選
挙
人
名
簿
か

ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
候
補
予
定
者
に

通
知
を
送
り
ま
し
た
の
で
、
調
査
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=

東
京
第
丁

第
二
検
察
審
査
会
事

務
局

啻
(
3
5
8
1
)
5
4
1
1

ま
た
は
区
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局

豐
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

千
住
地
区
の
統
合
新
校
校
名
が決
ま
り
ま
し
た

7
月
に
千
住
地
区
の
各
統
合
地
域

協
議
会
で
新
校
名
候
補
が
提
案
さ

れ
、
教
育
委
員
会
定
例
会
を
経
て
、

第
3
回
足
立
区
議
会
に
お
い
て
区
立

学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
統

合
新
校
の
開
設
に
向
け
、
今
後
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
千
寿
小
・
千
寿
第
二
小
は
、「
千
寿

小
学
校
」
…
1
4年
4
月
開
校

せんじゅ

汁
千
寿
第
四
小
・
柳
原
小
は
、「
千
寿

常
東
小
学
校
」
…
1
4年
4
阻

渭
广

▽
第
三
中
・
第
十
五
中
は
「
千
寿
青
葉

中
学
校
」
…
1
5年
4
月
開
校

せんじゅ

汾
霈
こ
中
・
第
十
六
中
は
、「
千
寿

桜
堤
中
学
校
」・
:
1
7年
4
月
開
校

問
先
=
適
正
配
置
担
当
課

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
8
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自転車を迷惑な
ものにしないで

自転車は、健康づくりにも役立つ環境に優しい便利な乗り物です。
しかし、一方では「ちょっとの間だけ」「私ひとりぐらいなら」

と駅周辺に放置された自転車が1 台また1 台… 。このようなマナー
を守らない置き方がまちの迷惑になっています。
区では、放置自転車をなくすために、条例に基づき自転車放置禁

止区域( 地図を参照。自転車駐車場懣は区営のみを表示) 内の自転
車を撤去するなど、様々な対策を行っています。しかし、それで一
挙に解決とはいきません。区民の皆さん一人ひとりのマナーを守る
心がけが必要です。

駅周辺約300m内の放置自転車は撤去します
迷
惑
!
自
転
車
置
き
去
り

便
利
な
自
転
車
も
、
停
め
て
利
用
者
が
離

れ
て
し
ま
え
ば
、
周
囲
の
方
々
に
と
っ
て
迷

惑
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

駅
周
辺
の
道
路
な
ど
、
人
通
り
の
多
い
公

共
の
場
で
は
、
置
き
去
り
に
し
た
自
転
車
が

障
害
物
と
な
り
、
さ
ら
に
放
置
を
誘
発
し
ま

す
。

歩道上の放置…歩行者
冒捩・。に通行できませ罘

に 高齢者や点
畠ブロックを頼りに歩|;
方、車いすの方は事

、散にJ 舮 男叫i・
道路上の放置… i 瓢
。n

び
・ 晟

通行できま阯ん。地
邇

な配の災害時には、濕

魍 ヲ

なりま萌。

自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

区
内
の
駅
周
辺
に
は
、
区
営
だ
け
で
も
有

料
・
無
料
あ
わ
せ
て
3
4力
所
あ
り
ま
す
。
通

勤
・
通
学
な
ど
で
自
転
車
に
乗
る
方
は
、
民

営
の
自
転
車
駐
車
場
も
含
め
、
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
区
営
の
有
料
自
転
車
駐
車
場
…
「
定
期
利

用
(
2

千
1
0
0円・
事
前
申
込
制
)
」
と

「
一
日

利
用
(
1
2
0円
)
」
が
あ
り
ま
す

※
学
生
割
引
、
階
層
割
引
、
高
齢
者
・
障

害
者
へ
の
免
除
な
ど
が
あ
り
ま
す

▽
区
営
の
無
料
自
転
車
駐
車
場
…
手
続
き
は

な
く
、
自
由
に
利
用
で
き
ま
す

買
い
物
に
行
か
れ
る
方
は

最
近
、
買
い
物
客
に
よ
る
放
置
自
転
車
が

増
え
て
い
ま
す
。
お
店
の
駐
輪
場
や
区
営
、

民
営
自
転
車
駐
車
場
の
「
一
日
利
用
」
な
ど

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
の
盗
難
に
注
意

撤
去
し
た
自
転
車
の
中
に
は
、
盗
難
自
転

車
も
増
え
て
い
ま
す
。
自
転
車
に
は
必
ず
防

犯
登
録
を
し
て
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

か
ぎ
を
二
重
に
つ
け
る
な
ど
の
盗
難
防
止
対

策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

盗
ま
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
へ
盗
難

届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
撤
去
日
以
前
に
盗

難
届
を
出
し
て
い
る
場
合
は
、
撤
去
料
が
免

除
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
自
転
車
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
8
1
4

第
1
8回
都
内
一
斉
駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

統
一
標
語
・
:
「
困
り
ま
す
I
・

自
転

車
置
き
ざ
り

知
ら
ん
ぷ
り
」

放
置
自
転
車
の
一
掃
を
め
ざ
し
て

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
。
期
間
=
1
0
月
2
2
日
～
3
1
日

内
容
=
表
1
の
区
内
駅
前
で
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
/
放
置
自
転
車
な
ど

の
街
頭
指
導
の
強
化
ノ
ポ
ス
タ
ー

。

横
断
幕
の
掲
示

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

表1　 駅前キャンペーン

※ いずれも時間は、午
前10時30分～

放置自転車保管場所

第
1
4回
あ
だ
ち

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

俳
句
・
川
柳
を
募
集

あ
な
た
の
住
む
ま
ち
で
感
じ
て
い

る
こ
と
や
夢
、
希
望
を
五
・
七
・
五

の
1
7文
字
に
託
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方

募
集
作
品
=
俳
句
ま
た
は
川
柳

※
季
語
の
有
無
は
不
問
。
I
人
2
点

ま
で
(
未
発
表
作
品
)

テ
ー
マ
=
私

か
住
ん
で
い
る
ま
ち
、
住
み
た
い
ま

ち

部
門
=
小
・
中
・
高
・
一
般
の
4

部
で
各
優
秀
賞
、
特
別
賞
ほ
か

応
募
方
法
=
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
(
学
校
名
)
、
性
別
、
電
話
番

号
、
応
募
す
る
部
門
の
別
、
俳
句
ま

た
は
川
柳
の
別
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス

期
限
=
1
0月
1
9日

必
着

発
表
=
H
月
上
旬
(
直
接
通

知
)
、優
秀
者
は
H
月
2
3日
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
会
場
に
て
表
彰
、
作
品
展
示

応
募
・
問
先
=
ま
ち
づ
く
り
課
内
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
エ
フ
ム
事
務
局

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

日
(
3
8
8
0
)
5
9
3
3
　
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
5

区
民
農
園利

用
者
募
集

利
用
期
間
=
H
年
3
月
上
旬
～
1
6
年

2
月
中
旬
(
予
定
)

※
鹿
浜
農
園
は
1
5

年
2
月
中
旬
ま
で
(
表
2
の
注
2

参
照
)

募
集
農
園
等
=
表
2
(

抽

選
)

対
象
=
区
内
在
住
で
、利
用
期

間
を
通
じ
て
耕
作
で
き
る
世
帯
。
現

在
の
利
用
世
帯
は
申
込
不
可

利
用

条
件
=
①
野
菜
・
花
類
で
、
周
囲
に

迷
惑
を
か
け
な
い
方
法
で
作
物
を
作

る
こ
と

※
1
区
画
1
5吋
の
た
め
、

明
ら
か
に
区
画
外
に
繁
茂
し
て
い

く
、
ま
た
は
通
常
考
え
ら
れ
る
以
上

の
支
柱
・
棚
な
ど
が
必
要
と
思
わ
れ

る
作
物
は
栽
培
禁
止
(
カ
ボ
チ
ャ
、

ト
ウ
ガ
ン
な
ど
)
。

、
柵
、
(
ウ

ス
、
支
柱
な
ど
で
、
通
行
の
妨
げ
や

風
通
し
・
日
を
さ
え
ぎ
る
も
の
は
設

置
不
可

②
氏
名
を
公
表
で
き
る
こ

と

※
利
用
者
名
を
農
園
内
に
掲
示

す
る
予
定

③
残
菜
な
ど
農
園
内
で

出
る
す
べ
て
の
ご
み
を
持
ち
帰
る
こ

と

※
H
年
度
か
ら
す
べ
て
の
残
菜

置
場
を
撤
去
予
定

費
用
=
現
在
1

年
間
5
千
円
を
改
定
す
る
見
込
み

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
希
望
農
園

名
、
住
所
、
氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
同

居
す
る
世
帯
全
員
の
氏
名
と
年
齢
、

電
話
番
号
(
自
宅
お
よ
び
平
日
昼
間

に
連
絡
可
能
な
番
号
)
を
明
記
。
申

込
者
が
6
0歳
以
上
の
場
合
は
「
高
齢

者
コ
ー
ナ
ー
希
望
」と
赤
字
記
入
(
抽

選
で
優
遇
)

※
申
し
込
み
は
1
世

帯
1
枚
に
限
定
(
同
居
の
場
合
は
I

世
帯
と
み
な
し
ま
す
)
。重
複
や
他
人

名
義
で
の
申
し
込
み
は
す
べ
て
無

効
。
今
回
当
選
し
た
世
帯
は
次
回
の

申
込
不
可

申
込
期
間
=
1
0月
1
5日

～
H
月
5
囗
(消
印
有
効
)
公
開
抽

選
=
区
役
所
1
3階
会
議
室
。
1
2月
7

日
、
午
前
9
時
3
0分
…
東
武
線
以
西

の
農
園
/
午
後
2
時
:
東
武
線
以
東

の
農
園

当
選
受
付
=
1
4年
1
月
中

旬

、
区
役
所
に
当
選
者
本
人
を
確
認

で
き
る
書
類
を
持
参
し
手
続
き
。
く

わ
し
く
は
当
選
通
知
で
案
内

申
・

問
先
=

農
産
係

工
目
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

表2　 区民農園募集一覧

注1: 募集区画数は、都合により変更する場合あり
注2: 鹿浜農園は、利用期間1 年ですが、土地所有

者との借用状況により1 年の延長あり
※ 農園に車での来園はできません

1
3年
度
足
立
区
功
労
者

1
0月
1
日

「
区
民
の
日
」
に
、
1
3

年
度
足
立
区
功
労
者
表
彰
式
が
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
、
社
会
福
祉
功
労
な
ど
1
4

分
野
で
、
区
に
永
年
功
労
の
あ
っ
た
2
0
3

人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

足
立
区
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者
(
敬

称
略
)

【
自
治
功
労
】

《
区
議
会
議
員
》

吉
川
一
、谷
中
慶

子
、
橋
本
ミ
チ
子
、
前
野
和
男
、
額

賀
和
子

《
町
会
・
自
治
会
長
》

金
井
良
水
、

金
杉
晴
義
、
小
林
久
男
、
駒
宮
晋
、

笹
川
和
吉
、友
塚
茂
安
、細
川

明
、

米
野
邦
雄

《
投
票
管
理
者
・
投
票
立
会
人
》

小
倉
ふ
さ
、
金
子
格
、
木
村
教
一
、

古
野
間
讓

《
消
防
団
=貝
》
新
井
宏
治
、石
井
重

雄
、
石
鍋
敏
夫
、
市
川
良
治
、
宇
田

川
忠
作
、
海
老
根
勇
、
大
塚
順
昭
、

栗
田
利
吉
、斉
田
直
樹
、斎
藤
輝
郎
、

佐
藤
彰
、
佐
藤
春
男
、
柴
田
勲
、
渋

谷
哲
彦
、島
田
十
一
郎
、下
村
重
雄
、

杉
山
有
信
、
曽
根
田
勝
彦
、
高
原
定

義
、
竹
内
友
蔵
、
中
井
報
雄
、
中
田

敏
雄
、
中
村
恵
一
、
那
須
英
雄
、
七

海
昇
、
丹
羽
美
喜
男
、
濱
田
順
二
、

濱
田
待
守
、
益
子
勝
、
松
村
徳
之
、

吉
田
太
樹
尋
、
和
気
正

《
行
政
功
労
者
》

金
子
光
邦
、滝
田

治
夫
、
中
村
富
美
子

【社
会
福
祉
功
労
】

《
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
》
倉
本

勝
男
、
近
藤
義
明
、
佐
藤
茂
夫
、
野

口
澄
夫

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》
相
澤
明

義
、
大
澤
む
つ
み
、
坂
田
實
枝
子
、

佐
々
木
輝
子
、
佐
野
和
子
、
下
川
サ

キ
、
高
橋
み
つ
子
、
長
野
照
子

《
保
護
司
》
大
淵
惠
美
子
、
木
村

侑
、
小
室
凱
充
、
近
藤
悦
子
、
田
畑

貞
次
、
田
村
皿
郎
、
野
村
元
治
、
水

上
哲
、
御
簾
納
正
雄
、
茂
出
木
一
男

【
社
会
生
活
功
労
】

《
防
火
事
業
功
労
者
》

浅
野
文
子
、

阿
由
葉
幸
子
、
吉
田
つ
な
子

《
交
通
安
全
事
業
功
労
者
》
木
島
三

郎
、
小
宮
忠
義
、
林
昇
、
古
屋
剛
司

《
人
権
擁
護
委
員
》
高
橋
忠
男

【公
衆
衛
生
功
労
】

《
保
健
医
療
事
業
功
労
者
》
飯
島
弘

《
公
衆
衛
生
行
政
功
労
者
》
伏
見
清

《
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
》
市
原

正
直
、
片
桐
博
陽
、
高
木
大
和
、
田

澤
公
基
、
宮
永
忠
彦
、
柳
沼
道
郎

《
保
育
園
保
健
衛
生
功
労
者
》
橋

本
眞【学

校
教
育
功
労
】

《
私
学
振
興
功
労
者
》

芦
川
隆
宥
、

鴨
下
光
江
、
坂
田
千
秋

【
社
会
教
育
功
労
】

《
社
会
教
育
事
業
功
労
者
》

赤
城

敏
之

、
芦
川
直
實

、
阿
出
川
武
雄
、

佐
野
美
智
子

、
篠
田
昭
、
鈴
木
彬
夫
、

塚
原
正
子

、
松
本
敏
郎

、
山
本
祥
一
　

《
P
T
A

会
長

》

石
上
昌
弘

、小
畠

恵
子

、
小
深
田
元

、
根
岸
義
久

、
馬

塲
宏
和

、
林
秀
樹

、
松
野
敬
宣

、
山

崎
利
夫
、
山
野
正
敏

【
産
業
功
労
】

《
実
業
精
励
功
労
者
》

大
澤
光
有

、

鈴
木
守

、
角
鹿
茂

【
建
設
功
労
】

《
土
木
建
設
事
業
功
労
者
》

西
垣

勉
、
野
口
達
夫

、
塙
重
信

、
山
下
指

揮
雄

《
区
画
整
理
事
業
功
労
者
》

新
井

規
由

、
石
井
清
久

、
石
井
鶴
男

、
河

内
重
男

、
須
賀
善
一
、
須
賀
常
磐
、

須
賀
教
喜

、
遠
山
長
治
、
平
塚
恒
雄
、

古
庄
義
雄

、
吉
岡
彰
三
、
吉
岡
要
三
　

《
ま
ち
づ
く
り
事
業
功
労
者
》

織

田
良
春
、
成
瀬
智
仁

一
統
計
功
労
」

熊
倉
正
夫

、小
金
井

久
種

、
近
藤
邦
雄

、
齊
藤
守
弘

、
佐

川
明

、
鈴
木
啓
之

、
平
木
勇

、
山
田

政
之

、
山
村
良
一

[納
税
功
労
1
1
浅
井
勳

、
池
田

三
、
池
原
正
晃

、
遠
田
裕
福
、
神
立

マ
ス
、
後
藤
信
昭

、
鈴
木
久
雄

、
関

口
好
雄
、
瀬
田
甚

气

沼
尻
哲
男
、

長
谷
部
正
登

、
平
澤
元
己

、
堀
口
宗

弘

、
水
越
啓
之

、
三
村
聡
明

、
矢
ノ

倉
利
明

【
文
化
功
労
】

《
文
化
事
業
功
労
者

》

池
田
和
英
、

小
川
幸
子

、
尾
澤
正
義

、
鯨
井
サ
ワ
、

高
基
現

、
中
山
義
男

、
野
ロ
タ
ミ
、

廣
島
英
一
、
舛
田
祥
子

《
文
化
財
保
護
功
労
者
》

石
川
享

七
、
野
尻
和
良

【
体
育
功
労
】

《
体
育
事
業
功
労
者

》
小
林
基
治

、

谷
廣

、
中
山
小
夜
子
、
原
田
惠
美
子

、

間
中
守

【
徳
行
者
】

愛
田
人
生
艶
歌
教
室

代
表
愛
田
人
生

、
足
立
区
仏
教
会
、

石
井
嶺
譽

、
石
川
久
子

、
江
川
勝
康

、

金
子
政
雄

、
㈱
平
城
苑
グ
ル
ー
プ
代

表
内
田
寛

、㈱
ヤ
マ
ヒ
サ
東
京
支
店

、

㈱
ヨ
ッ
ク
モ
ッ
ク
東
京
代
表
取
締
役

社
長
藤
縄
利
康

、宗
教
法
人
恵
明
寺

、

須
賀
孝

、
鈴
木
秋
見

、
中
島
勝
彦

、

日
本
ア
ム
ウ
ェ
イ
株
式
会
社

、
野
口

金
平

、
古
性
き
み

、
め
だ
か
の
会

、

吉
田
正
男

、
立
正
佼
成
会
足
立
教
会

教
会
長
中
村
浩
士

【
人
命
救
助
】

新
井
浩
一

、飯
塚
光

晴

、
石
鍋
美
代
子

、
井
上
千
鶴
子

、

毛
塚
大
市

、
茂
内
隆

、
菅
原
好
明

、

中
川
鐡
男

、
三
須
明
也

、
村
上
幸
子
　

《
総
務
係
》

お
休
み
し
ま
す

庁
舎
ホ
ー
ル

・
駐
車
場

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等

1
0月
1
3日
出
・
1
4日
襾
は
、
電
気

設
備
点
検
の
た
め
、
区
役
所
全
館
を

閉
館
し
ま
す
。
当
日
は
、
庁
舎
ホ
ー

ル
・
区
民
ロ
ビ
ー
・
駐
車
場
・
展
望

レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
ご
利
用
に
な
れ
ま

せ
ん
。
問
先
=
庁
舎
管
理
課

日
(
3
8
8
0
)
5
8
2
4

駅
め
ぐ
り

堀
切
駅

堀
切
駅
を
降
り
て
、
目
の
前
の
土

手
に
上
っ
て
み
る
と
、
な
ん
と
も
雄

大
な
荒
川
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

こ
の
土
手
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
口

ケ
地
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
、
ち
ょ

っ
と
し
た
名
所
。
そ
の
理
由
も
駅
周

辺
を
歩
け
ば
、
な
る
ほ
ど
う
な
ず
け

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
足
を
延
ば
し
て
柳

原
の
商
店
街
を
訪
れ
る
と
、
そ
こ
で

は
下
町
情
緒
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

観
音
さ
ま
が
置
か
れ
た
半
畳
ほ
ど

の
小
さ
な
お
堂
(
千
住
曙
町
4
)
で

は
、
手
を
合
わ
せ
線
香
を
供
え
る
人

の
姿
が
ち
ら
ほ
ら
。
こ
の
周
辺
に
は

病
院
が
点
在
し
て
い
る
た
め
、
健
康

を
祈
願
し
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

隅
田
川
と
荒
川
に
挟
ま
れ
た
場
所

柄
か
、
区
内
で
唯
一
の
造
船
所
が
あ

り
ま
す
(
千
住
曙
町
3
8
)
。
明
治
1
0
年

創
立
と
い
い
ま
す
か
ら
、
1
0
0
年
以
上

隅
Ⅲ
川
を
見
つ
め
続
け
て
い
ま
す
。

3
0
～
4
0
年
前
の
造
船
が
盛
ん
だ
っ
た

時
代
か
ら
、
今
で
は
船
の
リ
ー
ス
や

修
理
が
中
心
と
な
っ
た
と
は
言
っ
て

も
、
専
門
技
術
が
要
求
さ
れ
る
造
船

の
世
界
。
ま
さ
に
水
も
漏
ら
さ
ぬ
職

人
技
が
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

《
広
報
課
》

造
船
所
で
、
出
航
前
の
化
粧
直
し

千
住
大
川
端
公
園
の
人
工
の
滝
と
隅
田

川
の
流
れ
に
つ
い
足
が
止
ま
り
ま
す
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く
ら
し
の
情
報

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
0
月
1
1
日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
書
を
送
付
し
ま
す

1
0
月
～
1
2
月
分
の
納
付
書
を
1
0
月

1
9日
に
送
付
し
ま
す
(
1
3年
度
分
を

払
い
済
み
の
方
お
よ
び
口
座
振
替
の

方
は
国
保
だ
よ
り
の
み
を
送
付
)
。

保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末
日
(
1
2

月
分
は
1
月
4
日
)
で
す
。

問
先
=

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

区
民
税
等
徴
収
嘱
託
員
募
集

雇
用
期
間
=
1
2月
1
日
～
1
4年
3
月
3
1

日

※
更
新
可

対
象
=
区
内
在

住
の
3
0歳
～
6
3歳
の
方

内
容
=
主

に
戸
別
訪
問
に
よ
る
特
別
区
民
税
・

都
民
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
集
金

勤

務
=
月
1
8日
間
(
休
日
、
夜
間
を
含

む
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
)

給
与
=

基
本
給
(
日
額
5
千
5
6
0
円
)
十
能
率

給

定
員
=
若
干
名

申
込
=
自
筆

履
歴
書
と
作
文
「
私
と
税
金
」
(
8
0
0

字
程
度
)
を
持
参

選
考
=
書
類
審

査
お
よ
び
面
接

期
限
=
1
0月
2
5日

申
・
問
先
=
納
税
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
0

年
金
教
育
資
金
貸
し
付
け

対
象
=
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
被

保
険
者
で
、
納
付
済
み
期
間
が
合
算

し
て
1
0年
以
上
あ
り
、
過
去
2
年
間

す
べ
て
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る

方
。
た
だ
し
、
年
収
千
2
1
0万円
(
事

業
所
得
者
は
9
9
0万
円
)
以
内

使
途
=

高
校
、大
学
、
専
修
学
校
、
予
備

校
、
各
種
学
校
の
入
学
ま
た
は
在
学

中
に
必
要
な
費
用
(
入
学
準
備
費
用
、

授
業
料
、下
宿
代
、
受
験
料
な
ど
)

限
度
額
=
国
民
年
金
は
5
0万
円
、
厚

生
年
金
は
1
0
0万円

貸
付
利
率
=
年

利
1
・
8
5
%

返
済
期
間
-
1
0年
以

内

申
先
=

社
会
保
険
福
祉
協
会

(
3
5
9
5
)
3
2
5
7

問
先
=
国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

国
民
年
金
健
康
保
養
施
設

国
民
年
金
の
加
入
者
や
受
給
者
と

そ
の
家
族
の
宿
泊
等
施
設
(
全
国
各

地
に
5
9施
設
)
で
す
。
く
わ
し
く
は

国
民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
の
窓
口

に
あ
る
冊
子
「
ゆ
と
り
す
と
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

対
象
=
ど
な
た
で

も
可

※
国
民
年
金
の
加
入
者
・
受

給
者
の
利
用
は
割
安

申
込
=
直
接

施
設
へ

問
先
=
国
民
年
金
課
推
進

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

第
2
回
緊
急
年
末
資
金
融
資

受
付
期
間
=
1
0
月
2
9
日
～
1
2
月
5
日
　

(土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

対
象
=

区
内
中
小
企
業
主

使
途
=
運
転

資
金
の
み

融
資
限
度
額
=
3
0
0万
円

※
東
京
信
用
保
証
協
会
の
保
証
が
必

要
。
保
証
料
は
区
が
補
助

本
人
負

担
率
=
1
%
(

あ
っ
せ
ん
利
率
2
.
2
%

区
利
子
補
給
1
.
2
%
)
返
済
期
間
=

‥
Hヵ
月
(
据
え
置
き
期
間
な
し
)

申
・
問
先
=
産
業
振
興
課
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
緊
急
時
対
応
な

ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
(
有
料
)

を
備
え
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
募
集
概
要

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
配
布
・
募
集

=
1
0
月
1
5
日
～
3
1
日
(
土
・
日
を
除

く
)

配
布
場
所
=
住
宅
管
理
係
、

各
区
民
事
務
所

対
象
=
区
内
在
住

の
自
立
し
た
生
活
の
で
き
る
6
0歳
以

上
の
単
身
ま
た
は
2
人
世
帯

募
集

住
宅
=
千
寿
ピ
ア
(
千
住
大
川
町
)
/
3
0

戸

家
賃
―
予
定
月
額
7
万
7

千
円
以
上
(
共
益
費
等
別
)

入
居

予
定
=
1
4年
4
月

申
込
=
電
話
で

申
込
書
(
有
料
)
を
請
求
後
、
募
集

期
間
内
に
郵
送

申
先
=
㈱
日
商
管

理
サ
ー
ビ
ス

(
3
3
7
9
)
7
8
0
8

問
先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

家
族
向
け
入
居
者
募
集

都
営
住
宅
(

地
元
割
り

当
て
)

【
あ
き
家
・
新
築

】

区
営
住
宅
【
あ
き
家

】

く
わ
し
く
は
、
申
込
用
紙
(
申
込

の
し
お
り
)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
布
・
募
集
=
1
0
月
2
2
日
～
2
9
日

(土
・
日
を
除
く
)

配
布
場
所
=

住
宅
管
理
係
、
各
区
民
事
務
所
(
予

定
枚
数
に
達
し
次
第
終
了
)

問
先
=

住
宅
管
理
係(

3
8
8
0
)
5
9
3
Q
)

1
0
月
1
5
日
～
2
1
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す

暮
ら
し
の
中
で
の
、
国
の
仕
事
な

ど
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

は
、
行
政
相
談
委
員
(
表
1
)
が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
委
員
は
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者

で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
適
切
な

処
置
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

特
設
相
談
を
開
設
し
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。
日
時

=
1
0
月
1
7
日
伽
・
1
8
日
㈲
、
午
後
1

時
～
4
時
場
所
=
区
役
所
1
階
区

民
ロ
ビ
ー

問
先
=
広
聴
相
談
係

▽
行
政
相
談
は
、毎
月
第
3
金
曜
日
、

午
後
1
時
～
3
時
に
常
設
し
て
い
ま

す

場
・
問
先
=
広
聴
相
談
係

表1　 行政相談委員名簿
1
4年
4
月
入
園
の

区
立
幼
稚
園
児
募
集

募
集
す
る
園
=
表
2
対
象
=
区
内

在
住
の
4
歳
児
(
9
年
4
月
2
日
～

1
0
年
4
月
1
日
生
)
、
5
歳
児
(
8

年
4
月
2
日
～
9
年
4
月
1
日
生
)

募
集
人
数
=
4
歳
児
…
各
3
2人
/
5

歳
児
・
:
各
若
千
名

※
障
害
の
あ
る

幼
児
は
、
原
則
と
し
て
I
学
級
2
人

ま
で

受
付
日
時
=
H
月
1
日
困

。
2

日
溂
、
午
後
1
時
3
0分
～
4
時

受
付
場
所
=
入
園
希
望
の
区
立
幼
稚

園
※
募
集
要
項
、
申
込
用
紙
は
各

区
立
幼
稚
園
、
区
民
事
務
所
、
児
童

館
、
住
区
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
・
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
、
学
務
課
で
1
0
月

1
5
日
か
ら
配
布
(
各
幼
稚
園
で
の
配

布
は
午
前
9
時
～
午
後
4
時
※
土

曜
日
は
正
午
ま
で
)

第
1
次
選
考
=
1
1

月
6
日
収
、
入
園
希
望
の
幼
稚

園
で
行
い
ま
す

問
先
=
各
幼
稚
園

(表
2
)
ま
た
は
就
学
係

(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

表2　 園児を募集する区立幼稚園
就
学
相
談

来
年
4
月
に
小
学
校
入
学
予
定

で
、
心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

談
員
が
応
じ
ま
す
。
日
時
=
毎
週

月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所
教
育

相
談
係

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

生
き
が
い
奨
励
金
が

区
内
共
通
商
品
券
に
な
り
ま
す

高
齢
者
の
学
習
活
動
や
社
会
参
加

を
支
援
す
る
た
め
、
生
き
が
い
奨
励

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
、
7
0歳
以
上
一
律
5
千
円
と
し
、

区
内
共
通
商
品
券
に
変
わ
り
ま
す
。

支
給
予
定
=
1
2月
初
旬

対
象
=
8

月
1
日
現
在
に
区
内
居
住
で
、
1
4年
3

月
3
1日
現
在
7
0歳
以
上
の
方

支

給
額
=
5

千
円
相
当

申
込
=
今
年

度
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
方
…
申
出

書
(
1
0月
上
旬
に
発
送
)
に
必
要
事

項
を
記
入
し
1
0月
3
1日
ま
で
に
返
送
/

今
ま
で
に
申
出
書
を
提
出
さ
れ
た

方
・
:手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課
調
整
係

讐
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

保
存
樹
木
・
樹
林
の
指
定
制
度

急
速
な
都
市
化
で
、大
樹
・
樹
林
は

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、

貴
重
な
樹
木

を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た

め
の
一
助
と

し
て
、
所
有
者
・
管
理
者
か
ら
の
申

請
に
基
づ
き
指
定
し
て
い
ま
す
。

指
定
基
準
=
▽
樹
木
…
樹
高
1
0
m以

上
、
地
上
1
。
2
mで幹
周
1
。
2
m
以
上

▽
樹
林
…
樹
木
の
集
団
が
占
め
る
面

積
が
3
0
0
㎡
以
上

申
・
問
先
=
み
ど

り
の
ま
ち
づ
く
り
係

1
0月
1
1日
～
1
7日
は

全
国
一
斉
違
反
建
築
防
止
週
間

区
で
は
、
1
0月
1
7日
㈲
に
違
反
建

築
取
り
締
ま
り
の
た
め
、
一
斉
公
開

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
平
常
の

監
視
活
動
を
強
化
し
、
違
反
建
築
工

事
の
早
期
発
見
に
努
め
、
違
反
の
な

い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
指
導
課
建
築
監
察

住
居
表
示
板
を
取
り
替
え
ま
す

江
北
一
丁
目
か
ら
七
丁
目
(
一
丁

目
の
一
部
を
除
く
)
の
地
域
で
、
各

街
区
に
取
り
付
け
の
「
街
区
表
示

板
」
と
、
各
建
物
に
取
り
付
け
の

「
町
名
表
示
板
」
「
住
居
番
号
表
示

板
」
の
う
ち
、
変
色
し
た
り
、
壊
れ

た
り
し
た
も
の
を
取
り
替
え
る
作
業

を
行
い
ま
す
。
取
り
替
え
作
業
は
区

役
所
の
腕
章
を
つ
け
た
委
託
業
者
が

行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
作
業
予
定
期
間
=
1
0
月
下
旬
～

1
2月
下
旬

問
先
=
戸
籍
住
民
課

住
居
表
示

区
長

へ
の

手

紙

か

ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
・
広
聴
ハ
ガ
キ
・
E
メ
ー
ル
な

ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の
返
信

ガ
ー
ド
下
の
落
書
き
防
止
を

北
千
住
駅
近
く
の
東
武
線
ガ
ー
ド

下
の
落
書
き
が
あ
ま
り
に
も
ひ
ど

い
。
幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
、

毎
朝
、
そ
の
落
書
き
を
見
て
通
学
し

て
い
ま
す
。
恒
例
の
「
足
立
の
花

火
」
に
は
、
区
内
外
か
ら
数
十
万
人

の
見
物
客
も
来
る
で
し
ょ
う
。

2
年
ほ
ど
前
、
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た

よ
う
で
す
が
、
す
ぐ
に
ま
た
落
書
き

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
た
だ
ペ
ン

キ
を
塗
る
の
で
は
な
く
、
き
れ
い
な

絵
を
書
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

・
区
長
か
ら
の
返
信

素
晴
ら
し
い
ご
提
案
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

早
急
に
実
現
す
る
よ
う
指
示
し
た

と
こ
ろ
、
東
京
都
塗
装
工
業
協
同
組

合
足
立
支
部
の
皆
さ
ん
に
下
地
塗
装

を
し
て
い
た
だ
き
、
地
元
有
志
の
方

々
が
、
そ
の
上
に
扇
、
花
び
ら
な
ど

の
絵
を
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
、「
足
立
の
花
火
」に
訪

れ
る
方
々
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
た
い

と
汗
だ
く
で
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
本
当
に
う
れ

し
く
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
高
架
下
は
、
過
去
に
2
回
、

東
武
鉄
道
が
塗
ひ
直
し
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
落
書
き
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。今
回
、絵
を
書
い
た
ら
ど
う
か
と

い
う
ご
提
案
の
も
と
に
、区
民
の
方

々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
花
火
大
会
に

間
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
、
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
す

る
」
と
い
う
気
持
ち
の
輪
が
、
こ
れ

を
機
に
区
内
に
大
き
く
広
が
っ
て
い

け
ば
、
落
書
き
な
ど
で
ま
ち
を
汚
す

人
も
い
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

区
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ
り
美

し
い
足
立
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

あ
げ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
は
、
区
民
の
方
々
の
ご
理

解
、ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

足 立区都市計画図1 【用途地域・地区等】13年5 月現在の誤り 足立区都市計画図1 の中で、六木一丁目および佐野二丁目各地内の記載に誤りがありましたのでご注意ください。
くわしくは、お問い合わせください。 問先= 都市計画係03880- 5932
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高
野
土
地
区
画
整
理
事
業

「
換
地
処
分
の
公
告
」

区
施
行
の
墓
只
都
市
計
画
事
業
高

野
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
土
地
区

画
整
理
法
第
1
0
3条
第
4
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
1
0月
1
6日
に
都
知
事
か
ら

「
換
地
処
分
の
公
告
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
東
京
法
務
局
城

北
出
張
所
は
、
登
記
簿
の
書
き
替
え

作
業
の
た
め
、
1
0月
1
7日
か
ら
約
2

ヵ
月
間
、
こ
の
事
業
地
区
内
(
扇
二

丁
目
お
よ
び
江
北
一
丁
目
の
各
一

部
)
に
お
け
る
一
般
の
登
記
事
務
を

停
止
し
ま
す
。

問
先
=
区
画
整
理

課
換
地
計
画(

3
8
8
0
)
5
8
9
9

屋
外
広
告
物
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

区
で
は
、
法
律
や
都
の
条
例
に
違

反
し
た
立
て
看
板
や
は
り
紙
な
ど
、

違
反
屋
外
広
告
物
の
自
主
撤
去
指
導

や
除
却
処
置
を
し
て
い
ま
す
が
、
解

消
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を

な
く
す
た
め
、
広
告
主
や
屋
外
広
告

業
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
上
空
を
含
む
道
路
で
屋
外

広
告
物
を
掲
出
す
る
に
は
、
道
路
法

上
の
道
路
占
用
の
許
可
と
、
道
路
交

通
法
上
の
道
路
使
用
の
許
可
(所
轄

警
察
署
)
が
必
要
で
す
。
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
占
用
係

(
3
8
8
0
)
5
9
0
7

催
し
物
ガ
イ
ド

第
2
1回
　
合
唱
祭

日
時
=
1
0月
2
1日
面
、
午
後
1
時
開

演
(
午
後
O
時
3
0分
開
場
)

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル

費
用
=
無
料

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
振
興

係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う

ビ
オ
ト
ー
プ
見
学
会
(
バ
ス
)

ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
地
域
の
野
生

動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る
空
間
を

意
味
し
ま
す
。
こ
の
保
護
や
創
出
、

自
然
環
境
と
の
共
存
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。
日
時
=
1
0
月
1
7
日
出
、
午

前
9
時
～
午
後
4
時
見
学
先
=
全

国
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
優

秀
賞
の
中
学
校
(
草
加
市
)

、
舎
人

公
園
、
生
物
園

定
員
=
2
0
人
(
先

着
順
)

費
用
=
5
0
円
(
保
険
料
)

※
昼
食
・
飲
物
は
各
自
持
参

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
環
境
課
調
整

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

清
流
を
と
り
も
ど
そ
う
～
綾
瀬
川

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2
0
0
1
　

魚
の
住
む
き
れ
い
な
川
に
よ
み
が

え
ら
せ
る
、
浄
化
推
進
活
動
の
一
環

と
し
て
開
催
し
ま
す
。
環
境
に
や
さ

し
い
物
品
も
配
布
し
ま
す
。

日
時
=
1
0

月
2
8日
面
、
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
2
時
3
0分

場
所
=
東
綾
瀬
公

園
「
「
卜
広
場
」

内
容
=
綾
瀬
川

の
現
状
展
示
/
水
質
浄
化
モ
デ
ル
実

演
/
環
境
学
習
(
学
校
)
発
表
、
環

境
ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
環
境
課

調
査

　
(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

文
化
財
の
長
屋
門

移
築
記
念
イ
ベ
ン
ト

区
指
定
の
有
形
民
俗
文
化
財
・
増

野
製
作
所
長
屋
門
の
、
青
井
五
丁
目

か
ら
都
市
農
業
公
園
内
へ
の
移
築
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
=
1
0月
2
7日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
～
2
時
3
0分

内
容
=
歴
史
、
文

化
財
に
つ
い
て
/
レ
ポ
ー
ト
「
区
内

の
長
屋
門
」・
:安
藤
義
雄
氏
(
文
化

財
保
護
審
議
会
副
会
長
)
「
新
田
と

開
発
者
の
姿
≒
区
内
の
農
業
と
そ
の

変
化
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
=
堀

川
和
夫
氏
(
文
化
財
保
護
指
導
員
)

定
員
=
8
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

申
先
=
郷
土
博
物
館

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
案
内
説
明

日
時
=
1
0月
2
7日
出
い
守
後
2
時
4
5

分

内
容
=
鹿
浜
の
獅
子
舞
/
押
部

文
化
保
存
会
の
お
は
や
し
な
ど

申

込
―
当
日
直
接
会
場
ヘ

ー

い
ず
れ
も
ー

場
所
=
都
市
農
業
公
園

費
用
―
無

料

問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

あ
だ
ち
女
性
大
学
公
開
講
座

「
な
く
そ
う
!
女
性
へ
の
暴
力
」

日
時
等
H
①
1
0月
3
0日
収
…
そ
れ
は

殴
る
・
蹴
る
だ
け
で
は
な
い

②
1
1

月
6
日
収
・
:
D
V
防
止
法
は
成
立
し

た
が

※
い
ず
れ
も
、
午
前
1
0時
～

正
午

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
イ
ア

内
容
=
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
男
性
か
ら
加
え
ら
れ

る
暴
力
・
:
D
V
(
ド
メ
ス
テ
イ
ッ

ク

ー
バ
イ
オ
レ
ン
ス
)
に
つ
い
て

講
師
=
戒
能
民
江
氏
(
お
茶
の
水
女

子
大
学
教
授
)

定
員
=
3
0人
(
先

着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

※
保
育
(
6
ヵ
月
以
上
学
齢
前
)

の
希
望
者
は
、
お
子
さ
ん
の
名
前
、

性
別
、
生
年
月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い

申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー

　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

自
分
を
発
見
し
ま
せ
ん
か

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
ヴ
ィ

ー
ア
イ

ム
」
で
は
、
語
り
合
い
や
簡
単
な
ゲ

ー
ム
を
通
し
て
、
改
め
て
自
分
自
身

を
振
り
返
り
ま
す
。
普
段
は
見
え
な

い
一
面
を
、
あ
な
た
白
身
の
中
に
見

つ
け
だ
す
で
し
ょ
う
。

日
時
=
1
0

月
2
0日
以
降
の
毎
週
土
曜
日
(
全
8

回
)

、
午
後
1
時
3
0分

場
所
=
エ

ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

定
員
=
1
5人
(
先

着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー

日
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

等
身
大
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇

日
時
=
1
0月
2
0日
出
、
午
後
2
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

内
容
=
劇
団
バ
ク

「
び
ん
ぼ
う
神
と
ふ
く
の
神
」

費

用
―
無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場

へ

場
・
問
先
=
千
住
児
童
館

啻
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

第
2
4回
西
保
木
間

み
ん
な
の
お
ま
つ
り

手
づ
く
り
の
お
店
も
出
ま
す
。

日
時
=
1
0
月
2
8
日
面
、
午
前
1
0
時
3
0

分
～
午
後
1
時
3
0
分
※
受
け
付
け

は
午
後
O
時
3
0分
ま
で

対
象
=
幼

児
、
小
学
生
、
一
般

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=
西
保
木
間
児
童
館

啻
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

足
立
区
民
ふ
れ
あ
い

計
算
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
を
。

日

程
等
=
1
1月
1
8日
倒
、
①
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
形
式
の
足
し
算
な
ど

午
前
の
み

・
:親
子
の
部
/
シ
ニ
ア

ー
ミ
ド
ル
の

部

②
第
5
2回
珠
算
競
技
大
会

午

前
・
:小
学
2
年
生
以
下
(
幼
児
可
)
/
3

年
生
/
4
年
生

午
後
・
:小
学
5

年
生
/
6

年
生
/

中
学
生
/

高
校

生
・
一
般

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
(
親
子
の
部
…
小
・
中
学

生
と
親
ま
た
は
祖
父
母
/
シ
ニ
ア
…
6
0

歳
以
上
、
ミ
ド
ル
…
5
9
歳
以

下
)

費
用
=
無
料

申
込
=
直
接
窓

口
へ

期
限
=
1
0月
2
6日

申
・
問

先
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー
(
月
曜
休

館
)

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

あ
だ
ち
再
生
館
の
講
座

腐
葉
土
作
り
体
験

落
ち
葉
に
お
悩
み
の
方
、
落
ち
葉

も
生
か
せ
ば
貴
重
な
資
源
で
す
(
足

立
区
水
と
緑
の
公
社
共
催
)
。
日

時
=
‥
1
1
1
1
一
月
8
日
困
、午
前
1
0
時
～
午

後
4

時
3
0
分

場
所
=

あ
だ
ち
再
生

館

、
都
市
農
業
公
園
(
区
の
車
で
移

動
)

対
象
=

区
内
在
住
の
方

内

容
=

講
義
と
体
験
作
業
(

筆
記
用

具

、
軍
手
を
持
参

。
作
業
可
能
な
軽

装
で
)

定
員
=
2
5
人
(

抽
選
)
　

費
用
=
7
0
0円
(

昼
食
代
等
実
費
)

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

「
施
行
か
ら

半
年
」

日
時
=
H
月
1
0
日
出
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
あ
だ
ち
再

生
館

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
の

方

内
容
=
引
き
取
ら
れ
た
家
電
製

品
が
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
る
の
か
/
不
法
投
棄
の
問
題
な

ど

講
師
=
清
掃
課
長

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

ー

い
ず
れ
も
ー

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、「
腐
葉
土
作
り

体
験
希
望
」
ま
た
は
「
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
講
座
希
望
」
を
明
記
し
郵
送

※
1
枚
に
1
講
座
の
み

期
限
=
1
0

月
2
0日
必
着

申
・
問
先
=
あ
だ
ち

再
生
館
(
月
曜
休
館
)

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
1

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
m

」
か
ら
紹
介
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

秋
の
空
と
ん
ぼ
が
文
字
を
書
い
て
飛
ぶ

西
新
井
第
一
小
学
校
六
年
　
青
木
恵
莉
花

だ
ん
だ
ん
と
近
づ
く
み
た
い
お
月
さ
ま

宮
城
小
学
校
二
年
　

に
ご
り
川
あ
歩

お
ふ
ろ
場
で
ゆ
っ
た
り
と
聞
く
ス
ズ
虫
の
声

花
畑
第
一
小
学
校
四
年
　

内
川

彩
乃

楽
し
み
を
あ
し
た
に
残
し

鰯
雲

第
五
中
学
校
三
年
　

永
田

哲
也

ひ
と
す
ぢ
の
風
を
起
こ
し
て
赤
と
ん
ぼ

上
沼
田
中
学
校
二
年
　

立
石

直
幸

《
評
‥⑥
の
つ
い
た
句
》

き
っ
と
ま
ん
ま
る
い
月
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
月
の
出
か
ら
中
空
へ
の
ぼ
っ

て
い
く
様
子
を
、
何
度
も
何
度
も
眺
め
て
い
た
か
ら
で
き
た
句
。
お
月
さ
ま

と
い
う
五
音
が
、
き
ち
っ
と
す
わ
っ
て
い
る
。
炎
天
寺

住
職

吉
野
孟
彦

掲
示
板

無
料
法
律
相
談
(
予
約
制
)

日
時
=
1
0
月
1
3
日
出
、
午
前
1
0
時
～

午
後
1
時

内
容
=
法
律
問
題
全
般

場
所
―
教
育
研
究
所
(
竹
の
塚
)

申
込
=
1
0月
1
9一日
圉
、
午
前
1
0時
～

午
後
4
時
に
予
約
電
話

申
・
問
先
=

東
京
弁
護
士
会
担
当
事
務
局

豐
(
3
5
9
7
)
9
9
0
5

高
年
齢
者
再
就
職
援
助
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
0
月
1
9日
圄
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
ェ

定
員
=
1
0
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

問
先
=
足
立
公
共
職
業
安
定

所

啻
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

1
0月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

て
、
労
働
保
険
(
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
一
括
加
入
)
に
未

加
入
の
事
業
主
は
、今
す
ぐ
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=

足
立
公
共
職
業
安
定
所

豐
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

ま
た
は
足
立
労
働
基
準
監
督
署

日
(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

第
3
回
あ
や
せ
い
っ
し
よ
祭
り

日
時
=
1
0
月
2
0日
出
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

内
容
=
自
主
生
産
品
販

売
な
ど

場
・
問
先
=
綾
瀬
あ
か
し

あ
園

啻
(
5
6
8
2
)
7
2
7
2

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア

日
時
=
1
0
月
2
6日
㈲
、
午
前
1
0時
～

午
後
4
時

場
所
=
東
京
都
高
年
齢

者
就
業
セ
ン
タ
ー
(
飯
田
橋
駅
か
ら

徒
歩
)

内
容
=
展
示
・
即
売
会
・

か
さ
修
理
実
演

問
先
=
惠
刄
都
高

齢
者
事
業
振
興
財
団
振
興
部

啻
(
5
2
1
1
)
2
3
1
3

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
(
1
級
)

日
時
=
H
月
1
2
日
～
1
4
年
3
月
5
日

場
・
申
・
問
先
=
医
療
法
人
社
団
福

寿
会

啻
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

第
3
回
ナ
ー
ス
フ
ェ
ア

日
時
=
1
0月
2
0日
出
、
午
後
1
時
～
5

時

費
用
=
無
料

場
所
=
エ

ル
ーソ
フ
イ
ア

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
=
医
療
法
人
社
団
福

寿
会

日
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

自
賠
責
保
険
(
共
済
)
の
期
限
切

れ
・
か
け
忘
れ
に
注
意

法
律
で
原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ

て
の
自
動
車
に
加
入
義
務
が
あ
り
ま

す
。

問
先
=
東
京
陸
運
支
局
旅
客

課

日
(
3
4
5
8
)
9
2
3
3

野
菜
天
国
・
果
物
王
国
ま
つ
り

日
時
=
1
0月
2
1日
㈲
、
午
前
1
0時
～

午
後
1
時

場
所
=
北
足
立
市
場

問
先
=
青
果
物
商
業
協
同
組
合
北
足

立
支
所
啻
(
3
8
5
7
)
7
2
7
1

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施
(
1
0

月
‥川
日
～
2
0日
)

運
動
の
重
点
=
侵
入
盗
、
乗
り
物

盗
、
ひ
っ
た
く
り
の
防
止
/
女
性
・

子
ど
も
の
被
害
防
止

問
先
=
綾

瀬
・
千
住
・
西
新
井
・
竹
の
塚
の
各

警
察
署
お
よ
び
各
防
犯
協
会

学 校情報冊子の訂正とおわび 学校情報冊子「学校2001」( 9月発行) の記載に誤りがありました。①小学校編82ページの所在地( 誤) 梅島→(正) 梅田 ②中学校編26ページの所在
地( 誤) 梅島→( 正) 梅田/44 ページの電話( 正) 3913- 6665 です。訂正しておわびします。《教育改革推進課》
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I T講習
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

フ
ァ
ク
ス
情
報
案
内
中

受
話
器
付
き
フ
ァ
ク
ス
で
(
3
8
8
9
)
3
3
9
9

ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
↓
コ
ー
ド
番
号
1
4
9
4
を
押
す

「
I
T
講
習
会
」で
は
、初
め
て
パ

ソ
コ
ン
に
触
れ
る
初
心
者
を
対
象
と

し
て
1
2時
間
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
(
文
字
入
力
な
ど
)
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
利
用
の
基
本

的
技
能
を
学
び
ま
す
。

1
1月
の
I
T

講
習
会

参
加
者
募
集

往
復
(
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
各
講
習
会
の
申
込
先
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
振
興
公
社
申
し
込
み
分
　

(
表
I
コ
ー
ス
番
号
1
～
2
6
)

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事

業
推
進
課

〒
1
2
0・0
0
3
4

千
住
5
-
1
3
-
5

啻
(
5
8
1
3
)
3
7
3
0

・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
申
し
込
み
分
　

(
表
2
コ
ー
ス
番
号
2
7
～
3
8
)

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
4
1

西
新
井
1
-
4
-
1
7
　
　
　

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

ー

い
ず
れ
も
ー

対
象
=
2
0歳
以
上
の
都
民

定
員
=

各
コ
ー
ス
2
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無

料
(
テ
キ
ス
ト
代
7
0
0円
は
実
費
負
担
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
①
希
望
の
コ

ー
ス
番
号
②
住
所
③
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
を

明
記
し
て
各
申
込
先
へ
(
全
コ
ー
ス

の
中
か
ら
I
人
I
コ
ー
ス
、
1
通
の

み
有
効
)

※
コ
ー
ス
番
号
2
9番
は
、
1

歳
以
上
未
就
学
児
童
の
保
育
が
あ

り
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
①
～
⑥
の

ほ
か
に
、
⑦
子
ど
も
の
人
数
⑧
年
齢

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

※
コ
ー
ス

番
号
・
場
所
を
確
認
し
、
記
載
も
れ

の
な
い
よ
ケ
注
意
し
て
く
だ
さ
い

期
限
=
1
0月
2
0日
必
着

I
T
講
習
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
I
T

事
業

(
3
8
8
0
)
5
2
2
9

※
地
域
募
集
分
{
中
学
校
開
催
等
}

の
I
T
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
区
民

事
務
所
、
住
区
セ
ン
タ
ー
、
地
域
学

習
セ
ン
タ
ー
、
駅
広
報
ス
タ
ン
ド
に

別
途
チ
ラ
シ
を
置
い
て
、
ご
案
内
し

て
い
ま
す

《往復ハガキの記入例》

表1　11 月のI T 講習会( 生涯学習振興公社開催分) 日程

表2　11 月のI T 講習会( 青少年センター開催分) 日程

東 部
障 害 福 祉

総 合 セ ン タ ー

イーストウェーブフェスティバル
ボランティア募集

障害を有する方と一緒にお祭りを創りあげるボランティアを募集しています。

日時=11月11日(日) 、午前9時～午後4時対象=高校生以上定員=100人程度

内容= 通所者介助/ イペント手伝い/ 模擬店手伝い

など 期限=10 月26日 場・申・問先= 東部障害福祉

総合センター05682- 5370

イーストウェーブフェスティバル&
とんがりぼうしカーニバル

西 部
障 害 福 祉
総合センター

とんがりぼうしカーニバル2001
「みんなが主役で11 かんじ」

11年目を迎え、今年も、盛大にお祭りを開催します。

日時=10月28日(日) 、午前10時～午後3時内容=ダンスパ

ーティー/ 音楽会/ 体験コーナー/ 太鼓/ 模擬店など

※ 当日のボランティアも募集しています( 期限=10 月15

日)。また、お車でのご来場はご遠慮ください 場・問先=

西部障害福祉総合センター 　3853- 0632

区民がつくる区民のまつり開催

A- Fes t
a 2

00
1

元 気いっぱい ホ
ップ
ス
テ
ップ
チ
ャ

ッ
プン

!

遊びにきてね

10
月13 日

( 土) 14
日
( 日)

会場荒川河川敷「虹の広場」

問先= 区民まつり委員会事務局
〔地域支援課〕 　3880- 5856

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

足 立 区で　買おう　食べよう　頼もう

地域の活力は　まちのにぎわいから
あなたの消費が　まちのにぎわいを育てます

《 産業振興課》

ひと 足早く
「お月見の会」

台風一過の9 月12日、花保住区センターで少し
早い「お月見の会」がありました。
児童館の子どもたちからは、手作りのプレゼン

トやけん玉の披露があり、その後お年寄りの方の
リードで、「里の秋」や「あかとんぼ」などの唱歌

を一緒に歌いました。
なかなかお年寄りとふれあうことがない子ども
たちも最初は照れていましたが、時間とともに孫

のように寄り添って、楽しい会になりました。

▲ 子どもたちから、〝たんとんたんとん〟

肩たたきのプレゼントに「あ一気持ちいい」

▲ 楽しい一時に、
おじいちゃんも笑
顔

それぞれが

自分のペースで
タ ー ト ルマラソン

9
月
1
5日
、
荒
川
河
川
敷
で
第
3
0

回
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
兼

第
4
回
バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
ー
ト
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
4
千

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
種
目
は
『
I

フ
マ
ラ
ソ
ン
、
1
0㎞
・
5
㎞
の
ラ
ン
、
1
0

㎞
・
5
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
分

か
れ
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
大
会
と
し
て
、

健
常
者
も
身
体
の
不
自
由
な
人
も
同

じ
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
て
一
緒
に
走
る

大
会
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
順
位
や
記

録
は
参
考
に
と
ど
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

参
加
者
が
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
ゴ

ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特

別
ゲ
ス
ト
と
し
て
元
男
子
マ
ラ
ソ
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
の
中
山
竹

通
さ
ん
が
1
0㎞
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

し
、
軽
や
か
な
フ
ォ
ー
ム
を
披
露
し

ま
し
た
。

▲ さあ、スタート!

伝 統を つ なぐ
秋 祭り

9 月15日、16日に秋祭りが行框たま
した。今年は陰祭りのため、お囃子が
演奏され、神代神楽は、11月18日に行
われる予定です。

4ヵ所の神社を持ちまわり

で行われる鹿浜獅子舞。 今
年は、9月15日に3人の女の子

が舞いました。( 島氷川神社:
鹿浜2- 28- 4)

▼ 鹿浜獅子舞

▲ 島根ばやし( 鷲神社: 島根4- 25- 1)

古紙配合率75% 再生紙を使用しています N. Ya　228, 000


